
2020オリ・パラ東京大会を契機とした
GAPの推進と県産農畜水産物のプロモーション

平成３０年９月１８日

持続可能性に配慮した日本の食の魅力発信のための研修会

岐阜県農政部

資料７



①岐阜県「東京オリ・パラ」県産農畜水産物利用促進協議会

＜目的＞
【短期】オリ・パラ大会への食材供給
【長期】持続可能な農業生産を可能とするためのＧＡＰ認証の取得推進

首都圏への販路拡大・岐阜県産農畜水産物のプロモーション

所 属 役 職

岐阜県農業協同組合中央会 会長

全国農業協同組合連合会岐阜県本部 運営委員会会長

岐阜県園芸特産振興会 会長

（一社）岐阜県農業会議 会長

（一社）岐阜県畜産協会 会長

岐阜県肉用牛協会 会長

飛騨ミート農業協同組合連合会 代表理事会長

岐阜県農業共済連合会 会長理事

岐阜県漁業協同組合連合会 代表理事会長

世界農業遺産「清流長良川の鮎」推進協議会 会長

岐阜県農林水産物輸出促進協議会 会長

岐阜県 農政部長

【協議会構成団体】

協議会設立（平成２９年５月２２日）

※協議会に以下の部会を設置
流通部会、農産部会、
畜産部会、水産部会 １

Ⅰ 推進体制



岐阜県ＧＡＰ指導員

民間コンサルタント

GLOBAL G.A.P

AsiaGAP

岐阜県ＧＡＰ
（農水省ガイドライン準拠）
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取組支援

合意形成支援、
農場等のリスク
評価・改善支援、
体制・ルールづく
り支援

GLOBALG.A.P、
JGAPの取得に必

要な食品衛生、
環境保全、労働
安全のための施
設改修、備品導
入支援

啓発・普及研修
会の開催

助言・指導 農場審査

助言・指導
ＧＡＰ指導員研修

JGAP

国
際
水
準

輸出

国内流通

2020東京
オリンピック・
パラリンピック

革新支援専門員
普及指導員

①総合的な支援策

２

Ⅱ ＧＡＰの推進
（ＧＡＰに取組む意識啓発とＧＡＰ認証取得重点支援）



農場審査

確認委員会

申請者

申請者

農場審査報告書の送付

審
査
・
確
認

申請書の提出

確認通知書の交付

◆農場審査は、「岐阜県ＧＡＰ指導員」が行う。
※申請案件の指導に関わったＧＡＰ指導員以外の者とする。

◆確認委員会は、県が設置する。
◆委員は、ＧＡＰに精通する農学系大学教授、コンサルタント、県域農業団体役職員で構成する。
◆確認委員会は、農場審査報告書を基に、県ＧＡＰ管理項目の基準に適合していることを確認する。

■岐阜県ＧＡＰ
○農場管理基準、団体管理基準、施設管理基準 ※農林水産省ＧＡＰガイドラインに準拠

■確認制度

○申請者要件 県内で農産物を生産する農業者、任意組織、農業法人、農業者等が組織する団体、農業教育機関
○確認要件 申請者の取組みに該当する確認基準（農場管理、団体管理、施設管理）に全て適合すること
○対象農産物 米、麦、野菜、果樹、茶、その他食用作物
○確認の有効期限 確認通知書の交付日から平成３２年１２月末日まで
○維持審査の実施 確認通知書の交付日から有効期限までの間、毎年、維持審査を受けること
○申請受付 平成２９年１１月１日以降、随時受付。申請者は、農林事務所農業振興課に申請書類を提出
○確認審査会 年４回実施

運用開始 平成２９年１１月１日

東京オリ・パラ大会への食材供給

②岐阜県ＧＡＰ確認制度

３

Ⅱ ＧＡＰの推進

国際水準ＧＡＰへのステップ
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③ＧＡＰ指導員１００人体制へ

◆岐阜県ＧＡＰ指導員
○農業者に対するＧＡＰ規範に沿った農場管理等の改善指導
○岐阜県ＧＡＰ確認制度の農場審査員としての農場審査

＜指導員養成目標＞
◆平成３１年度までに１００名

＜進捗状況＞
◆２９年度 ４０名
◆３０年度 ２０名（H30.8時点）

※ＧＨ評価員
一般社団法人日本生産者

ＧＡＰ協会が開発したＧＡＰ
教育システムであるＧＨ評
価制度における評価員

４

Ⅱ ＧＡＰの推進

ＧＨ評価員（※）の資格取得者に知事名で事務委嘱
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④普及・指導体制整備

◇ＧＡＰ推進チームの設置
県内１０地域に県（農林事務所）、ＪＡ、

市町村等で構成する推進チームを設置。

農林事務所

ＪＡ

市町村

ＧＡＰ推進チーム

・岐阜県ＧＡＰ指導員による指導
・補助事業による支援

・営農指導員による産地指導
・生産出荷組合等のＧＡＰ実践

・地域におけるＧＡＰ啓発
・補助事業による支援

○普及対象者、ＧＡＰ実践者のリストアップ
→ 普及対象者の拡大、普及対象者からＧＡＰ

実践者への引上げと取組みへの支援活動実施

Ⅱ ＧＡＰの推進

５

民間コンサルタントの活用
（ＧＡＰアドバイザー派遣制度）

東京オリ・パラ大会開催時期に供給
可能な主要な農産物の産地組織や
農業法人等

ＧＡＰ取得重点推進対象

東京オリ・パラ大会に向けては
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○２９年度実績
【主 催】岐阜県
【共 催】ＪＡ岐阜中央会、ＪＡ岐阜信連、ＪＡ全農岐阜県本部、岐阜県農業会議
【後 援】農林中央金庫
【場 所】岐阜・西濃、中濃、東濃、飛騨地域の４会場
【参加者】４３０名

Ⅱ ＧＡＰの推進
⑤生産者向けセミナーの開催

６



○『ＧＡＰを知ろう』農産物販売フェア H30.5.19 ｲｵﾝﾓｰﾙ各務原

○県庁食堂ＧＡＰ野菜等メニューフェア H30.6.5～6.7

⑥消費者の認知度向上の取組み

７

Ⅱ ＧＡＰの推進



Ⅲ 県産農畜水産物の利用促進

①清流の国ぎふおもてなし食材（重点食材１１品目）

８



②「清流の国ぎふ」おもてなし食材披露会
 目的

大会飲食提供関係者等を対象に試食会を開催し、
県産食材の利用を促進。３０年度は商工労働部（県
産品）及び林政部（県産材）と連携
 時期、場所

第１弾 平成３０年１月３０日（火） ウェスティンホテル東京
第２弾 平成３０年８月３日（金） ホテルニューオータニ

 招待者
 ケータリング会社及びホテル・レストラン
 ホストタウン在京大使館
 東京オリ・パラ大会関係機関 等

 内 容
 重点１１食材を使用した料理の試食
 実務者レベルの食材セミナー（商談会）【第２弾】

Ⅲ 県産農畜水産物の利用促進

おもてなし食材カタログ ９



③飛騨牛首都圏進出プロジェクト

◆目 的 本県のトップブランド「飛騨牛」の首都圏での販路拡大とブランド力の向上
◆内 容 ・コーディネーターを配置して首都圏で取扱料理店を開拓

・新規開拓した料理店で「飛騨牛メニューフェア」を開催
→ 飛騨牛を中心に県産農畜水産物を使用した新作メニューの提供

飛騨牛メニューフェア
開催店舗とメニュー

１０

Ⅲ 県産農畜水産物の利用促進



④清流長良川の鮎フェア in Tokyo

郡上漁協の天然鮎

清流長良川の鮎ﾌェｱ ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ
（H30.8.9 都内日本料理店）１１

Ⅲ 県産農畜水産物の利用促進

◆目 的 世界農業遺産に認定された「清流長良川の鮎」の首都圏での販路拡大と
ブランド力の向上

◆内 容 首都圏の有名料理店・レストランでメニューフェアを開催
→ 天然鮎を中心に県産農畜水産物を使用した新作メニューの提供

鮎フェアのメニュー



⑤八芳園 SDGS Business Events

Ⅲ 県産農畜水産物の利用促進

◆日時、場所：平成３０年８月２８日（火） 八芳園
◆主催：株式会社八芳園
◆内容：東京2020大会のホストタウンである岐阜県等のSDGsの取組みを展示

１２

清流長良川の映像

美濃和紙のストロー
清流長良川に見立てた美濃和紙の上に
素焼きの鮎などを並べたディスプレイ

岐阜和傘（展示室入口）



◎農福連携推進室の新設（平成30年4月）
農福連携支援組織の一本化を図るため、農業支援窓口である「ぎふアグリチャレンジ

支援センター」に（福）岐阜県社会福祉協議会内の「岐阜県障がい者農業参入チャレン

ジセンター」の機能を統合しました。

農福連携のワンストップ総合窓口として、農業と福祉の両サイドから農業分野におけ

る障がい者の就労拡大などを支援します。

● 農福連携推進室 ●
【推進目標】

• 推進手法の確立

・農福連携取組意向および優良事例調査
・農作業の分析研究
・農福連携取組ガイドブック作成

• 受入農家の支援

・雇用体験賃金相当額の助成
・施設改修等の整備費用の助成

• 啓発活動

・農業者、福祉事業者向け研修会、相談会の開催
・イベント等における農福連携ブースの出展

【活動内容】

農業者による障がい者の
一般雇用の拡大

障がい者の
農作業訓練の拡大

福祉事業所の
農業参入の推進

福祉事業所

農
業
者

障
が
い
者

Ⅲ 県産農畜水産物の利用促進

⑥農福連携の推進

１３



１４

ＧＡＰのレベルアップ
 大会終了後は、国内においても国際水準ＧＡＰが標準仕様。県ＧＡＰから

国際水準ＧＡＰ認証取得へのステップアップ誘導

 就農直後から国際水準ＧＡＰを実践できるよう、県就農支援センター、農
業大学校及び農業高校においてカリキュラムを充実（認証を取得）

ＧＡＰの価値（安全・持続可能性）を共有するﾌｰﾄﾞﾁｪｰﾝの構築
 ＧＡＰは農業者の取組み。食材の安全性や持続可能性についてはフード

チェーン全体で確保することが重要

 ＧＡＰに関心ある流通（製造）業者、販売業者及び消費者等と連携した流
通体系を構築。まずは県内の量販店及び消費者から

首都圏プロモーション活動による農畜水産物のブランド強化
 大会後もブランドの維持向上のため、首都圏プロモーションを継続実施
 「飛騨牛」「鮎」「富有柿」に続く、第４、５品目のプロモーション

岐阜県を訪れる外国人観光客への対応
 外国人が利用する県内ホテル・レストランへの県産食材の安定供給
 観光業、商工業（県産品）及び木材産業（県産材）と連携した取組み

Ⅳ 2020年以降を見据えた取組み



ご清聴ありがとうございました
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